水産普及だより　　第 ２３－２ 号　　２０１１．６．１３
　～ヒラメ稚魚放流体験学習会～
　６月３日（金）に尾鷲市黒の浜において、尾鷲市魚まち推進課が主催する「平成２３年度ヒラメ稚魚放流体験学習会」が開催されました。
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　尾鷲小学校の５年生８５名が参加し、当水産室普及員がヒラメとカレイの見分け方やヒラメの成長等について児童に説明した後、児童たちは持参したバケツに分けられた放流用のヒラメを波打ち際から放流しました。児童たちは、放流した後に砂に隠れるヒラメの様子を見て、擬態の上手さに驚いていました。
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　今回の学習会で放流されたヒラメは、今年２月頃に志摩市浜島町にある三重県栽培漁業センターでふ化し、４月下旬から尾鷲市古江町にある三重県尾鷲栽培漁業センターで中間飼育されたもので、体長８ｃｍ程度に成長した３，２００尾を放流しました。
　尾鷲市が行うヒラメの放流は学習会以外に、５月２５日に市内９地区の沿岸でも行われ、今回の学習会と合わせて合計約３７，５００尾が放流されました。この他にも、市内ではカサゴ、マダイ、トラフグの放流が行われ、沿岸漁場の資源増殖が図られています。
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　ヒラメは、ふ化後１年で１５～３０ｃｍになり、その後は年間約１０ｃｍずつ成長し、寿命は６年と考えられています。定置網や刺し網、釣りなどの漁法で漁獲され、市場には活魚で水揚げされ高級魚として取り扱われています。また、ヒラメの旬は冬と言われており、尾鷲周辺でも冬から春の時期に多く漁獲されています。
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Ｈ２１年尾鷲魚市場でのヒラメ取扱量
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